
（別紙５）

こどもプラス千歳教室
公表日 令和 ８年 ３月 19日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 7

　からだを動かすスペース、座って遊ぶス

ペースを要望に合わせて確保できるように、

調整をしています。

　児童の動きや過ごし方に合わせて十分に活動

スペースがとれるように、支援者全員で話し合

い、物の配置等を決めていきます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
7

　児童の人数に合わせた安全面の確保、人員

配置の基準の両面を考え、日々の職員配置を

適切にしています。

　一人一人のスキルを向上させ、少ない人員で

も安全にかつ楽しく過ごすような遊びを提供で

きるようにしていきます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

6 1

　運動スペースと座って過ごすスペースを色

のついたマットで分け、ルールを守って安全

に過ごしていくことを伝えています。

　発達状況によって体幹の面や、低緊張により

上手くからだを動かせない児童のために玄関に

手すりをつけることも必要。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
7

　毎朝・活動終了後の清掃を行い、清潔な環

境を作れるように取り組んでいます。

　トイレと洗面所が活動室と一体になっている

ため、支援の目が行き届きやすい反面、切り替

えがしにくい環境ともいえます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
7

　気持ちが落ち着かない時や崩れてしまった

時に冷静になれるような部屋や環境は状況に

応じて設けています。

　情報を遮断してクールダウンができる環境を

パーテーションやカーテンで区切ったり、部屋

の使用用途も見直していきます。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
7

　毎日の打ち合わせで全員で意見を出したり

情報共有をしながら日々の支援に活かせるよ

う取り組んでいます。

　計画案の段階でのチェックをよりしっかりと

行い、活動の意味合いやねらいを全体ではっき

りとさせていくことが必要です。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
7

　評価表で出た保護者からの意見や疑問点を

共有し、すぐにできることから改善に向けて

取り組んでいます。

　評価表の公表時期に限らず、常に保護者の方

が疑問点等が出た時に迅速に対応できるように

今後も意識していくことを心がけます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
7

　日々の打ち合わせの中で、業務にあたって

みて困ったこと・疑問を伝える機会も設け、

報連相を全体で行うようにしています。

　改善するにあたり、新しいことを試みていく

上での問題点や課題を洗い出し、極力簡略化し

て全体でできる仕組みを考えていきます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
7 　第三者による評価は実施していません。

　外部評価ではなく、第三者に相談しながら

（個人情報に留意の上）助言をいただく、そう

いった仕組みを作ることも大切と感じます。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
7

　FC研修、市の児童発達支援センター主催

の研修をできるだけ支援者全員で受講するよ

うにしています。

　研修を受けたことを活かしていくということ

を日々の支援の中でも意識できるように、支援

状況に織り交ぜながら伝えていきます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 7 　作成・公表は適切であると思います。
　ホームページを確認していただくために周知

していくこと等が必要と感じます。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

7

　面談実施と一緒に事前に聞き取りシートの

記入もお願いし、支援状況と合わせながらア

セスメントをとっていきます。

　子どもの意思も尊重して保護者との面談がで

きるように、子ども本人の気持ちを中心に考え

た計画作成も場合によって必要と感じます。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

7

　支援の中で課題と感じる面の共有を支援者

で行い、その他記録等も含めた共通理解のも

と計画作成を行っています。

　支援者一人一人の見立てを共有し、全体で支

援の方向性を決め、計画作成にも活かしていけ

るよう心がけていきます。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
6 1

　計画を作成する上でミーティングの議題と

して出したり、記録の際にも計画目標を意識

していくようにしています。

　記録作成時に目標に沿って様子を支援者同士

で共有したり、確認をしながら計画に沿った支

援を今後も行っていきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

6 1

　成長が見られている部分や普段と違う行動

が見られた際には、活動中・翌日の振り返り

の際に伝えていくようにしています。

　ツールを用いてのアセスメントは積極的には

取り入れていないが、情報共有をし児童の行動

面においてしっかりと共有していきます。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

7

　５領域に基づいた支援、ご家族への助言等

のサポートは日常的に支援者全体で行い、地

域連携に関しては、公共施設で過ごす上での

ルールを学んだりできる取り組みを活動内容

の中に入れています（長期休み）。

　今後は事業所移転もきっかけとし、事業所周

辺との交流やイベント参加も療育活動の中に可

能な範囲で取り入れ、より多くの方に事業所を

知ってもらいながら、良好な関係性を作ってい

きたいと思います。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 7

　日案を支援者一人一人で立て、全員で改善

点やより良い支援につながるように話し合っ

ています。

　成長段階や年齢に合わせた活動内容を考え、

児童の成長や変化につながるように日案を作

成・立案していきます。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 7
　月案作成時にあらゆる面で固定化しないよ

うに活動内容を考えています。

　今後も支援者全体でチェック作業を行い、活

動内容に偏りがないようにしていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
7

　保護者のニーズ、必要な支援方法を考えた

上で必要に応じた活動内容を計画のないよう

に入れております。

　児童の課題に合わせた計画を作成できるよう

に今後も支援の振り返りを細部まで行っていけ

るように努めていきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

7

　毎朝の打ち合わせで、職員・児童の動きを

確認しながら、活動に向けた準備を行ってい

ます。

　長期休みは打ち合わせの時間がなかなかとれ

ないこともありますが、共有の仕方を考えなが

ら全体で共有できるようにしていきます。
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21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
7

　毎朝の打ち合わせで、前日の支援に関して

の振り返りを行い、支援者一人一人が報告を

行っています。

　今後もしっかりと打ち合わせ・振り返りの時

間を設け、より良い支援にしていくための改善

点や反省を行っていきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
7

　打ち合わせの中で出た報告事項をもとに、

記録を整理したり、各々で気づいた点を共有

しながら記録をとっています。

　記録を見て伝わるように、支援者同士で記録

のチェックを行い、様子が伝わるように必要に

応じて修正を行っていきます。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
7

　モニタリングのタイミングだけでなく、日

常的に支援で見えていることを支援者で確認

しながら、計画見直しに活かしています。

　保護者目線での目標、可能であれば児童ご本

人の希望を取り入れ、適切に支援目標を決めな

がら計画作成を行っていきます。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
7

　１年を通して４つの基本活動を組み合わせ

たり、さまざまな体験ができるように活動内

容に取り入れています。

　放デイの児童はSSTを取り入れていくことも

特に必要なため、能力向上につながる活動内容

も考えていきます。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
7

　適切な範囲で（ルールや決まり）どのよう

な選択肢があるのか、選択肢を伝えながら決

めてもらえるように支援を行っています。

　適切な選択を自分自身でできる力や術を身に

つけられるように、行動を見守ったり時間をか

けて取り組むことも心がけていきます。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
7

　児童発達支援管理責任者が支援会議には参

加していますが、事前に支援者同士で情報共

有をして報告事項を整理しています。

　保育士・児童指導員も会議に参加し、関係機

関との連携に深く関わっていくことも今後必要

に応じて考えていきます。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
7

　千歳市としても関係機関を通して情報共有

をしたり、相談支援専門員の方が仲介して連

携がとれていると思います。

　医療機関での検査結果等、日々の支援に直結

していくことを少しでも早く情報として得られ

るように連携を図っていきます。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

7

　保護者の方を通して、学校行事や日課の変

更を連絡していただき、支障がないように調

整を行っています。

　今後も引き続きLINE等で保護者の方と調整

をしていきながら、児童・学校側に迷惑がかか

らないようにしていきます。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
7

　全てにおいて情報共有はできていない部分

もありますが、児童発達支援の利用期間の中

で情報は共有されています。

　必要に応じて会議実施の提案や、情報共有を

相談支援専門員の方を通してできるような働き

かけもしていくよう心がけます。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

7
　小学校卒業までご利用される方がこれまで

おりませんでした。

　関係機関で情報が必要になった場合に、これ

までの支援状況をお伝えし、可能な範囲でのサ

ポートをしていきます。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
7

　児童発達支援センター主催の研修には事業

所として積極的に参加しています。

　研修報告書を作成し、受講したことを支援に

活かしていけるように事業所内でも改めて研修

内容を共有し、相互理解を深めていきます。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
7

　地域交流に関しては、児童館等との交流は

ありません。

　町内会の行事に参加したり等、事業所移転に

伴って、交流を図れる場を確認しながら、機会

があれば参加したいと考えております。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 7
　主催している研修等は参加できていますが

こども部会には参加できておりません。

　事業所として参加し、横のつながりを作って

いくことも大切であるため、参加できるよう時

間を作っていきたいと思います。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
7

　連絡帳やLINE、面談を通して保護者の

ニーズに合わせたツールや環境を整備し、共

通理解できるように努めています。

　伝えてもらうだけでなく、保護者とお互いに

情報交換をし、それぞれに有益な情報となるよ

うに連携をしていきます。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

5 2

　研修の機会は設けていませんが、子育ての

視点から困りごとがある際には、ご相談を受

けたり、必要に応じ助言を行っています。

　保護者向けの研修の案内が来た際には、お知

らせをして参加してもらうことで、困りごとが

緩和されるようにサポートしていきます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
7

　ご契約の際に一通りの説明は行い、支援プ

ログラムや療育の内容に関しては見学の際に

も説明を実施しています。

　ご不明点があった時にいつでも説明ができる

ようにし、疑問に思ったまま不安にならないよ

うに対応していきたいと思います。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

7

　モニタリングの際に、可能であればお子さ

んと話をした上で聴き取りシートの記入をお

願いしております。

　聴き取りシートをもとに面談でより深く詳し

く情報が得られるように、改めて意向を確認し

ていきたいと思います。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
7

　面談の際に計画の説明を行いながら、説明

の中で支援内容・活動での様子をお伝えして

います。

　引き続き面談の際に計画の説明を行い、日常

の様子も共有しながら、同意をいただきます。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
7

　モニタリングの面談・更新に関わらず面談

のご希望には対応させていただき、悩みを相

談していただけるようにしております。

　ご相談を受けた後の経過を聞いたり、さらに

困りごとや悩みが出た時にもフォローができる

ように支援をしていきます。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

7

　事業所移転前には実施しております。どの

ような流れにするか、会の内容として何が良

いのかは今後考えていく必要があります。

　事業所移転前には保護者会を行いましたが移

転後にまだ実施できておりませんので、来年度

機会を設けていきます。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

6 1

　事業所の対応として不備があった際には、

すみやかに管理者への報告、迅速な対応をそ

れぞれ行っています。

　苦情が出ないような仕組み・見直しをしてい

きながら、保護者の方にもご理解いただくこと

を事前に丁寧に説明をしていきます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

7

　毎月通信・活動の様子写真をデータで送付

しております。長期休み前にはイベント詳細

もデータまたは紙でお渡ししています。

　データでの確認が難しい方、不便に思う方は

紙での配布を行っていますので、引き続き対応

していきたいと思います。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 7

　個人情報の取り扱いに関して同意書も必ず

いただき、該当する書類・データは外部に漏

れないように保管しております。

　引き続き個人情報の取り扱いには十分に配慮

しながら、トラブル等に発展しないよう慎重に

管理いたします。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
7

　ご利用開始後は直接お話できる機会も少な

くなりますので、LINEやメール等で状況を

聞きつつ、必要に応じて助言を行います。

　児童も保護者もまずはどういう人なのかを話

しながら、人間性・特徴……等、を見ていき、

それぞれに合わせた配慮の仕方を考えます。
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45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
7 　地域の方参加型の行事は行っていません。

　他事業所と合同で行事を行ったり、さまざま

な形で交流を深められるような機会を作りたい

と考えております。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

7

　熱中症・食中毒・事故関連のお知らせや呼

びかけを行い、いずれに関しても対応できる

ような体制・準備を行っています。

　周知していくことと、発生を防いでいけるよ

うな整備を今後も行っていきます。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
7

　避難訓練は事業所移転後に１度避難経路の

確認を行いました。

　事業所が変わって想定されることが増えてき

ますので、さまざまな想定での訓練を実施しな

がら、備えをしっかりと行っていきます。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
7

　ご契約時にシートの提出をお願いし、新た

に服薬が開始したり増えた場合には、医療機

関からの情報を共有しています。

　事故やトラブルが起きないように、保護者の

方とも情報共有をしながら、状況を確認してい

きます。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
6 1

　ご契約時に提出していただくシート、検査

を受けて診断が出た際は連絡をいただき、情

報共有をしています。

　指示書や証明する書類を今後コピー等させて

いただき、責任を持って飲食の提供・支援がで

きるような体制作りも必要です。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
7

　FC研修の中で必須になっているため、研

修の受講ができる仕組みはできています。

　セキュリティ対策や安全に支援を行える環境

を事業所全体として十分になされているか定期

的に確認を行います。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
6 1

　安全計画に関して詳しく周知しているとは

言い難いと思います。

　緊急連絡先の共有をし、ご家族と連携をとれ

る体制を作り、不安や心配を与えたり感じない

ようにしていきます。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
7

　支援の中でのことはもちろんのこと、業務

上のミス等も支援に直結することがあるため

ヒヤリハットの作成を行っています。

　ヒヤリハットの作成者だけでなく、全体で再

発防止に向けた意識を持ち、改善策をしっかり

と話し合って共有していきます。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
7

　FC研修、千歳市で主催する研修会にも積

極的に参加をしています。

　研修の受講、研修報告書の提出、現状の支援

で起こりうることに対しては、支援の見直しを

しながら、虐待防止に努めます。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

7

　計画への記載は行っていません。やむを得

ず身体拘束を行った際には、記録に残し全体

で共有し、状況確認を行っています。

　身体拘束を行うことが常態化したりしないよ

うに、一つ一つの支援に関しての振り返り、支

援の状況を確認していきます。
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